
複合化・複雑化した福祉課題及び包括的な支援の理解
（240時間）

⑦地域福祉と包括的支援体制(60時間)

見直し後の社会福祉士養成課程の全体像

⑨障害者
福祉

(30時間)

⑧高齢者
福祉

(30時間)

⑩児童・
家庭福祉
(30時間)

⑪貧困に
対する支援
(30時間)

⑬刑事司法
と福祉
(30時間)

⑫保健医療
と福祉
(30時間)

人間と社会及びその関係性の
理解（90時間）

➀医学概論
(30時間)

②心理学と
心理的支援
(30時間)

③社会学と
社会ｼｽﾃﾑ
(30時間)

社会福祉の原理や基盤の理解

(150時間)

④社会福祉の
原理と政策
(60時間)

⑤社会保障
(60時間)

ソーシャルワークの基盤及び理論と方法の理解（240時間）

⑮ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ
の基盤と

専門職(専門)
(30時間)

⑭ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ
の基盤と
専門職
(30時間)

⑯ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ
の理論と
方法

(60時間)

⑰ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ
の理論と
方法(専門)
(60時間)

⑲福祉ｻｰ
ﾋﾞｽの組織
と経営
(30時間)

⑱社会福祉
調査の基礎
(30時間)

ソーシャルワークの方法及び実践の理解（480時間）

㉓ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ
実習

(240時間)

㉒ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ
実習指導
(90時間)

講義・演習・実習の循環

講義で学んだ
知識と技術
の統合

実習体験を
元にした

総合的な能力
の習得

㉑ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ
演習(専門)
(120時間)

⑳ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ
演習

(30時間)

①医学概論
②心理学と心理的支援
③社会学と社会ｼｽﾃﾑ
④社会福祉の原理と政策
⑤社会保障
⑥権利擁護を支える法制度
⑦地域福祉と包括的支援体制
⑧高齢者福祉
⑨障害者福祉
⑩児童・家庭福祉
⑪貧困に対する支援
⑫保健医療と福祉
⑬刑事司法と福祉
⑭ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの基盤と専門職
⑮ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの基盤と専門職

(専門)
⑯ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの理論と方法
⑰ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの理論と方法

(専門)
⑱社会福祉調査の基礎
⑲福祉ｻｰﾋﾞｽの組織と経営
⑳ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習
㉑ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習 (専門)
㉒ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実習指導
㉓ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実習

⑥権利擁護
を支える法制度
(30時間)


